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国道３５７号海老川大橋（海側）において、床版打換えを行う橋梁補修工事を実

します。 

この橋梁補修工事に伴い、国道３５７号海側（東京方面）について、下記の日時

び区間で昼夜間連続１車線通行規制を実施します。工事期間中は、道路の渋滞が

想され、該当箇所を通行される皆様には大変ご迷惑をおかけ致しますが、ご理解、

協力をよろしくお願い致します。 

なお、車両幅２．５ｍを超える特殊車両は通行できませんので、周辺道路への迂

をお願いします。 

日時及び区間 

・ １１月１１日（日）2２：00から 

  １１月２５日（日） ６：00まで  １５日間連続１車線通行規制 

・ 千葉県船橋市浜町２丁目地先 一般国道357号海老川大橋 海側（東京方面）

２車線のうち１車線（追越車線）を通行規制
通行規制情報は、千葉国道事務所HP（http://www.ktr.mlit.go.jp/chiba/）にも掲載します。

国土交通省

 国土交通省
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・千葉県政記者会 

・船橋新聞記者会 
平成１９年１０月３日 
      ～ 予防保全のために補修工事を行います ～ 

国道３５７号 海老川大橋 海側（東京方面）
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１． 国道３５７号 海側（東京方面）  
１車線通行規制および車両幅２．５ｍ以上の特殊車両通行止めについて 

 
 
○ 区 間：千葉県船橋市浜町２丁目地先  

国道３５７号 海側（東京方面）浜町２丁目交差点 → 日の出交差点間 

 
○ 日 時：１１月１１日（日）２２時 ～ １１月２５日（日）６時 （１５日間連続） 

 
○ 特殊車両の迂回路案内図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

浜町２丁目交差点 

若松交差点 

至 千葉 

湊町2丁目

交差点

日の出交差点 

海老川大橋 海側（東京方面） 

● １車線通行規制 

● 車両幅２．５ｍ以上の特殊車両通行止

京 葉 道 路

桁下４．３ｍ

市道 船橋競馬場線 

県道 船橋埠頭線 

東京

京葉道路

千葉
東関道

至 東京 

・海老川大橋（海側）昼夜間連続１車線通行規制 

・特殊車両（幅２．５ｍ以上）は通行できません 

＊ 特殊車両は迂回路     をご利用ください ＊ 

 2



２．工事の概要 
 １）工事名   ：海老川大橋床版補強その１工事 
 ２）工事箇所  ：一般国道３５７号  千葉県船橋市浜町２丁目地先 
 ３）交通量   ：約４６，０００台／日 （出典：平成１７年度道路交通センサス） 
 ４）工事規模  ：海老川大橋 海側（東京方面）  床版打換工 200m2 
 
３．橋梁補修工事の概要 
 本工事は、国道３５７号、海老川大橋（海側）において、昼夜間連続１車線通行規制し、

床版打換えを行うものです。 
海老川大橋（海側）は、平成１８年度に実施した橋梁定期点検の結果、床版に損傷（疲

労）が確認されました。現在、通行上の問題はありませんが、このまま放置すると損傷が

拡大し車の安全な走行に支障をきたすとともに、大規模な補修が必要となることから、予

防保全の観点にたって、補修工事を行うものです。 
国道３５７号は、千葉と東京を結ぶ主要な幹線道路で、とりわけ大型車交通量も多いこ

とから、橋梁の延命を図り良好な走行を確保するため、既に応急的に輪荷重を補助的に支

持する桁裏仮受材を施工し、今回、抜本的な損傷補修対策として床版打換えを行うもので

す。 
 補修方法は、２車線のうち１車線の通行を確保（幅員３．０m）しますが、現道を通行 
規制して実施することから工期短縮を図ることのできる工法を採用。工場製作品で、品質 
が安定して強度が高く、比較的重量が小さい高強度軽量プレキャスト PC床版を用い、床 
版を取り替えます。 主桁横断図 

 
 
 
 
 
 
 

・橋梁名：海老川大橋（海側） 

・場 所：一般国道３５７号(千葉県船橋市浜町２丁目地先)

・橋 長：６１２．７１ｍ 

・幅 員：１０．３００ｍ 

・架設年次：昭和４７年 

 
 
 
 
  

  
 
 

海老川 
JR京葉線 

橋梁平面図

国道３５７号 山側 
東関道 
国道３５７号 海側 

施工箇所
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ひび割れ位置の直上の舗装面にもク
ラックが確認されました。 

現在は、床版を下側から仮受材で支える応急対策を実施しています。 

橋軸方向にひび割れが確認されまし
た。放置すると損傷拡大が懸念されま
す。 

 

国道 357号 海老川大橋(海側)の損傷状況 
 

                 
 
 
平成 18年度に実施した応急対策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桁裏仮受材の実施状況  

 
・工事工程 
            海老川大橋（海側） 床版

 
 
 
 
 

11月

１４日(水) １５日(木)

白線工・交通規制帯撤去

高欄撤去・舗装切削

床版撤去・新設

高欄設置

橋面防水・舗装

11日(日) 1６日(金) 1７日(土) 1８日(日１２日(月) １３日(火)
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桁裏仮受け材（応急対策） 

橋軸方向ひび割れ

打換え工程表 

２３日(祝) ２４日(土) ２５日(日)２０日(火) ２１日(水) ２２日(木)1９日(月))



４．道路交通情報 
 通行規制を伴う工事前および工事期間中は、チラシ、ポスター、横断幕、看板、道路情

報板などで工事規制内容などをお知らせします。 
 
 ①通行規制工事に役立つ道路交通情報 

  ● 集中工事をお知らせするチラシ、ポスターを、工事現場周辺の住民、輸送業者、

施設等で配布または掲示 

  ● 横断幕、看板を設置 

  ● インターネットで情報提供 http://www.ktr.mlit.go.jp/chiba/

  

②お出かけ前の道路交通情報 

    ● 日本道路交通情報センターの道路交通情報 

       九段センター：０３－３２６４－１３３１（全国・関東情報） 

 

③走行中のタイムリーな道路交通情報 

    ● 道路情報板 

   ● ＶＩＣＳ（ＶＩＣＳ対応のカーナビゲーションなどの車載機で、道路交通情報が

入手できます） 

    ● その他（標識車、工事看板） 

 

④利用者へのお願い 

    ● 渋滞後尾での追突事故にご注意ください 

       渋滞時には、渋滞の車列の中や渋滞後尾での追突事故が発生しやすくなりますの

で、渋滞があった場合には後続車に合図するなどして、追突事故の防止に心がけて

ください。 
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【参考】千葉国道の橋梁管理状況 

 

 千葉国道事務所は、県内８路線３０８．１ｋｍの管理と一般国道４６４号（北千葉道

路）、一般国道４６８号（圏央道）の２路線、事業延長７３．７ｋｍの改築を所管して

います。 

 国土交通省では、特に高度成長期から建設が増え50年を経過した道路施設が、今後

急増し、修繕等により大きな負担が生じることが懸念されることから、道路施設の損傷

を放置することなく、予防保全（損傷が顕在化する前の軽微なうちに対策を行うこと）

を実施することでライフサイクルコスト(生涯費用)の縮減に努めていくことを基本施策

としています。 

千葉国道事務所においては、現在３５０橋の橋梁を管理しています。 

橋梁を良好に管理し、安全な通行を確保するため、橋梁定期点検要領（国土交通省道

路局）に従い 5 年に 1 回の割合で、橋梁定期点検を実施し、必要に応じて対策を行っ

ています。 

今回、床版補修工事を行う海老川

大橋（海側）については、平成１８

年度の橋梁定期点検で、追い越し車

線側の床版に、橋軸方向のひび割れ

が確認され、さらに直上の舗装面に

もひび割れが確認されました。現在、通行上の問題はありませんが、このまま放置する

と損傷が拡大し車の安全な走行に支障をきたすとともに、大規模な補修が必要となるこ

とから、予防保全の観点にたって、補修工事を行うものです。国道３５７号は、千葉と

東京を結ぶ主要な幹線道路で、とりわけ大型車交通量も多いことから、橋梁の延命を図

り良好な走行を確保するため、既に応急的に輪荷重を補助的に支持する桁裏仮受材を施

工し、今回、抜本的な損傷補修対策として床版打換えを行うものです。 

区 分 １５ｍ以上 １５ｍ未満 計 

橋梁 ２４４ ５０ ２９４ 

橋側歩道橋   ３８ １８   ５６ 

計 ２８２ ６８ ３５０ 
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【 参 考 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

床版とは、橋の上を通る自動車
や自転車、歩行者などの重量を
橋桁(主桁など)や下部工(橋脚や
橋台)に伝えるための床板のこと
です。 

 床版とは？ 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
ます

ひび割れが貫通し、浸透

水によりさらに拡大 

 

  

床版は、交通量の増加、及び車 
両の大型化に起因し、長年の繰 
り返し荷重によって床版コンク 
リートが疲労し、ひび割れ等の 
損傷が発生します。そのままに 
しておくと損傷が進行し、広範 
囲で割れたり、抜け落ちたりす 
るなど、危険な状態になります。 
こうなる前に早期に補修をする 
ことが必要です。      

割れが発生       

割れが発生している状況 

なぜ補修を行うのか？ 

高強度軽量プレキャストPC床版

 

 

 

 

工場製作の状況の例 

 

現場での床版設置状況の例 
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床版コンクリートにひび
輪荷重による縦横のひび
ひび割れの損傷がさらに

進行すると陥没が発生し


